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３．風力分野における事故・設備情報等を活用した保安力の向上
 風力発電設備の管理データ（SCADA・CMSデータ等）の多くは海外を中心とするメーカーが集約・管理して

おり、設置者（発電事業者）がメンテナンスに必要としているデータが設置者側に十分に蓄積されておらず、
事故原因の分析や予防保全に生かされていない。

 今般、過去に発生した重大事故の解析結果をもとに、事故の予兆把握や精緻な原因究明に必要なデータ
項目を整理。事故を起こした事業者に対して原因分析に必要なデータが求められるよう、業界団体とも協力し
つつ、来度中に事故報告の運用内規を改正し、風力発電設備設置者によるデータ活用を促す。

事故分析によるデータ項目の整理・検討

過去に発生した重大事故の解析結果をもとに、事故が発生するプロセスと運転データの関係性を整理した上
で、精緻な事故原因究明及び予防保全に必要なデータ項目等を検討。

◆風車の運転データ監視による故障把握の流れ ◆事故原因究明に必要なSCADAデータ（例

⇒設置者自身がデータを管理し、事故時の原因究明や予防保全に生かす必要あり。
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参考

○平成３０年度の委託調査報告書のHPアドレスは以下に掲載予定。
http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/H30FY/itakuichiranH30FY.pdf


